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多］研究 グル ー プ紹介

広島大学プラズマ 理論 グル ー プ

1．グル ープの 概要

　広島大学 プ ラ ズ マ 理論 グ ル
ープ は，大学院先端物質科

学研究科 （ADSM ）の 草野完也と同理 学研究科の 三 好隆

博を 中心 と した 研究グ ループ で す，2 つ の 研究科か ら博

士課程 の 大学院生 3 名（中原，西川，真栄城），修士課程

の 大学院生 3名 （毎熊 ， 井一ヒ， 藤本）お よ び理学部物理

科学科の 卒業論文生 2名 （三 池，富澤）が グ ル
ープ に若

い 活力 を与え ， 幅広 い 研究活動を支えて い ます （Flg．1）．

研究活動の 拠点 は緑あふ れ る広島大学東広島キ ャ ン パ ス

（東広島市鏡山）の 入 り口 に新設さ れ た真新しい 先端総合

研究棟 に あ ります．セ パ レ
ー

タで 整然 と区画 され ， 余裕

を持 っ て デ ザ イ ン された学生用研究室 に は，
一

人 1 台以

上 の 最 新 鋭 パ ソ コ ン と ギ ガ ビ ッ トネ ッ トワ
ーク に よ る優

れ た 研究環境が整え られ ました．また ， 同グ ル
ー

プは

ス
ー

パ
ー

コ ン ピ ュ
ー

タ （NEC 　SX −5）や PC ク ラ ス タ な ど

か ら なる 理学研究科非線形数値実験 シ ス テ ム の 管理
・
運

営 に おけ る 中心的役割 も担 っ て い ます．

2．研 究内容

　グ ル
ープ で は Fig．2 に 示す よ うなような宇宙お よ び核

融合プ ラ ズ マ の様々 な非線形電磁流体力学 （MHD ）現象

を理論と数値シ ミュ レ
ーシ ョ ン を駆使して 研究 して い ま

す．特 に
， 高温 プ ラズ マ に お け る エ ネル ギ

ー
変換過程が

興味 の 主 た る 中心 で あ り，MHD ダ イ ナ モ と磁気 リ コ ネ

ク シ ョ ン に 関わ る あ ら ゆ る現象 を研究 の 対象 と して い ま

す．

　宇宙 プラ ズ マ に 関 して は ，太陽 フ レ ア
・CME （コ ロ ナ

質量放出）の 機構解明，太陽対流層 と ダイナモ の シ ミ ュ

レーシ ョ ン研究，太陽風 と木星磁気圏の 相互作用 に 関す

る 研究 ， 磁気 回 転不安定性 の ダ イ ナ モ 効果 に 関 す る研 究

に 現在取 り組 ん で い ます．核融合 プ ラ ズ マ に つ い て は，

トカ マ クおよび逆転磁場 ピ ン チ （RFP）の MHD 不 安定性

とそ れ に伴うエ ネル ギー解放現象を調 べ る た め に， 3次

元 トーラ ス MHD コ ードの 開発を行 っ て い ます．詳 しく

は 下記 ホー
ム ペ ージ をご覧 ください ．

　内外機 関 との 共 同 研 究 も盛 ん で，現在，国 立 天 文 台，

日本原子力研究所，核融合科学研究所，マ ン チ ェ ス ター

工 科大学，日本大学，近畿大学，広島国 際学院大学 な ど

と協力して活動 して い ます．特に，国立天 文台と ともに，

太陽観測 と数値シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン との 統合 をめ ざ した

「数値 コ u ナ プロ ジ ェ ク ト｛NCP ）」を積極的 に推 し進 め て

お り， 太陽 コ ロ ナ に お ける磁気 ヘ リ シ テ ィ 入射率の 計測

に 世界 で 初 め て 成功す る な ど重要な成果 を生 み 出 しつ つ

あ ります．

3．「これ まで」 と 「これ か ら」

　広島大学 に は，昭和 53年度か ら平成 2 年度 まで 西川恭

治 教 授 （現 近 畿 大 学 教 授 ） をセ ン ター長 とす る核 融 合 理

論研究 セ ン ター（HIFT ）が設置 され，世界の 核融合プ ラ

ズ マ 理論研究を リ
ー

ドして い ました．同セ ン タ
ー

は 我が

国 にお け る プ ラ ズ マ 理論研究の 指導者を多数輩出す る な

ど，そ の 活動 は今 で も国際的 に高 く評価 され て い ます．

同セ ン ターは核融合科学研究所 の 設立 に 伴 っ て，広島大

学か ら移管さ れ ま した が，その 経験 と思想は 現在の 研究

グ ル
ープ に 継承 され て い る と 自負 して い ます．

　特に
， 非線形科学研究組織 INSAM （lnstitute　for　Non−

linear　Science　and 　Applied　Mathematics）を主催す る な

ど
， 多様な分野 と の 学際的交流活動 は HIFT の 時代 に劣

らず盛 ん で す．INSAM は応 用 数学，計算物理 学，物理化

学，地球科学，数理 生 物学 な ど全 く異なる 分野 か ら非線

形科学 に 興味を持つ 「同志」が自主的 に参加す る 他 に例

の な い 特徴的な研究組織 で あ り，非線形科学として の プ

ラ ズ マ 研 究 の 方 向性 を探 る 上 で 我 々 の 重要 な 活動 で す．

INSAM はボ ラ ン テ ィ ア 組織 で あ りなが ら， 定期的なセ

ミ ナ
ー

や 全 国 的 な シ ン ポ ジ ウ ム を開 催す る の み な らず，

プ レ プ リ ン トシ リ
ーズ （INSAM レ ポー

ト）も発行 して い

’zo耀 ρ08 θ」加ρ♂仰 ’asma ．sci ．hi厂oshima 一照 c♪

260 J．Plasma　Fusion　Res．　VoL78，　No．3｛2002）260−261

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Plasma Science and Nuclear Fusion Research

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Plasma 　Soienoe 　and 　Nuolear 　Fusion 　Researoh

Introduction　of　Research　Greup

Fig．1　グル
ープの メ ン バ （後左か ら草野，西川，中原，三 好，藤本，前左か ら真栄城，三 池，冨澤，井上，毎熊）．東広島キャ ン パ ス に て．

Fig．2 主 な研 究成 果 ：太 陽 コ ロ ナの 実デ
ー

タ シ ミュ レ
ー

シ ョ ン （左 上），磁 気圏 プラ ズ マ の 太 陽風相互 作用 （右上 ），ト
ー

ラス プラズ

　　　 マ 3次元 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン （左下），恒星対流層の 非線形計算 （右下 ）．

ます．INSAM の 詳 しい 活動 内容 に つ い て は http：〃in−

sam ．sci．hiroshima−u．ac ．jpノを参考に して くだ さ い ．

　地方大学 の 少人数グ ル
ープ と い うハ ン デ キ ャ ッ プ を持

ちなが ら ， それ を逆手 に 生 か して フ レ キ シ ブ ル な研究活

動を続け た い とい うの が 我 々 の 願 い です．そ の 中で ，多

少なりと もプ ラ ズ マ 科学の 進歩 に 貢献 で きれ ば うれ しい

限 りで す．

　　　　　　　　　　　　　　 （2002年 1 月 15日受理）

　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ：草野完也）
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